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図書館契約のオンラインコンテンツへのリモートアクセス(Proxy)の設定方法 

このマニュアルは、図書館が契約するオンラインデータベース等の、オンラインコンテンツへのリモー

トアクセス（大学のネットワーク以外の、自宅などからの接続）設定マニュアルです。 

内容は、立教大学 SPIRIT「学内イントラネットへのアクセス」 

（https://spirit.rikkyo.ac.jp/mc/network/intra/SitePages/index.aspx）を基にして、図書館のリモ

ートアクセスに沿う内容に再編して作成されています。 

■お知らせ（2021 年 4 月）

※ 2021 年 4 月現在、図書館のリモートアクセスは、「Proxy を利用して接続する方法」を用いてい

ます。今後接続方法に変更がある場合は、都度ホームページ等で告知致します。 

※ 電子書籍プラットフォームの利用については「Maruzen eBook Library」はこちらのマニュアル、

「KinoDen」はこちらのマニュアルを参照ください。 

■オンラインコンテンツ

立教大学では、教職員・学生等の構成員が、データベース、電子ジャーナル、電子書籍など、多くのオン

ラインコンテンツを利用できるよう契約しています。図書館ホームページから、「オンラインデータベース」

リンク、または「探す・調べる」タブ＞「リサーチツール」からも選択できます。URL は以下です。 

http://library.rikkyo.ac.jp/librarypress/search/ 

図１：立教大学で利用できるオンラインコンテンツ一覧画面 

利用契約している

オンラインコンテ

ンツの一覧が表示

されます。 

「＋」をクリック

すると、コンテン

ツ毎の詳細が表示

されます。 

https://spirit.rikkyo.ac.jp/mc/network/intra/SitePages/index.aspx
http://library.rikkyo.ac.jp/spc/MeL.pdf
http://library.rikkyo.ac.jp/spc/KinoDen.pdf
http://library.rikkyo.ac.jp/librarypress/search/
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■リモートアクセスとは 

ここで説明するリモートアクセスとは、図書館が契約して大学ネットワークから接続できるオンライン

コンテンツを、自宅などの大学構内以外のネットワークから、大学イントラネットを経由する形で接続す

ることを指します。またイントラネットを経由する場合、V-Campus ID・パスワードによる認証が必要で

すのでご留意ください。 

リモートアクセスを行う場合、利用する PC 等に対して、個別の設定が必要となります。この設定をせず

に自宅等から接続を試みると、以下の事例のように、サインインや購読を求められる画面となります。 

 

図 2：Oxford English Dictionary でリモートアクセスを設定しない際に表示される画面例 

 

 

図 3：朝日新聞「聞蔵Ⅱ」でリモートアクセスを設定しない際に表示される画面例 

 

■リモートアクセスの対象 

オンラインコンテンツは、個々の出版社やデータベース会社との契約ですので、リモートアクセスの可

否も個々のタイトルにより異なり、全てのコンテンツがリモート接続できるわけではありません。契約上

リモートアクセスが可能なタイトルは、図 4 のように「リモート可」と表記されています。図１のコンテ

ンツ詳細の表示（「＋」のクリック）でご確認ください。 

 

図 4：立教大学図書館契約データベースのリモートアクセス対象表示（例：Oxford English Dictionary） 

 

通常のホームページ画面へのアクセスとなり、

ログインや購読を求められます。 

「ユーザ ID」「パスワード」の

入力が求められます。 
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■接続設定方法：第 1 段階 PC での「Proxy の設定」 

※ここでは、OS：Windows10 + ブラウザ：Chrome 環境下の PC での設定を説明します。これ以外

の環境については、「立教大学 SPIRIT「学内イントラネットへのアクセス」 

（https://spirit.rikkyo.ac.jp/mc/network/intra/SitePages/index.aspx）で、合致する環境を選択し

て設定してください。 

1. Google Chrome を起動します。 

2. ツールバーの、①メニューアイコン（縦の三点リーダ―）をクリックするとプルダウンメニューが

表示されますので、一覧から②「設定」を選択します。 

 

図 5：Chrome メニュー表示画面 

3. Chrome ブラウザの設定画面が表示されますので、設定画面下部の［詳細設定］をクリックしま

す。 

 

図 6：Chrome 設定画面① 

① ↗ 

← ② 

https://spirit.rikkyo.ac.jp/mc/network/intra/SitePages/index.aspx
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4. 更に画面下部に設定画面が展開表示されますので、「システム」の「パソコンのプロキシ設定を開

く」をクリックします。 

 

図 7：Chrome 設定画面② 

5. 別ウィンドウで PC の設定画面が表示されますので、①「セットアップスクリプトを使う」のスライ

ドボタンを「オン」に、②「スクリプトのアドレス」欄に 

http://proxy1.rikkyo.ac.jp/auto.pac 

と入力し、③「保存」ボタンをクリックします。終了後、設定画面は「×」で閉じます。 

 

図 8：PC 設定からプロキシ設定画面 

6. ５．までで、リモートアクセスのための Chrome での PROXY 設定が完了しました。以下はその環

境下での、個別コンテンツでの接続事例です（Oxford English Dictionary を事例とします）。 

  

← ① 

← ② 

← ③ 

http://proxy1.rikkyo.ac.jp/auto.pac 

と入力します。 
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7. 図書館ホームページから、「オンラインデータベース」を選択し図１を表示させ、利用したいデータベ

ース等を選択（「リモート可」と表示されているもの）します。ホームページ＞探す・調べる＞リサー

チツールからも選択できます。表示されたコンテンツのタイトルをクリックします。 

 

図 9：オンラインコンテンツ（タイトル）詳細画面 

 

8. Proxy 設定後のアクセスの際、以下のログイン画面が表示されます。自身の V-CampusID/パスワー

ドを入力し、ログインボタンをクリックします。 

 

図 10：Proxy 接続におけるログイン画面 
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9. Oxford University Library では、アクセス元として「Rikkyo University Library」と表示されてい

ると、接続が成功し、利用可能となります。図 2 の状態と比較してください。 

 

図 11：コンテンツ「Oxford English Dictionary」をリモートアクセス設定（Proxy 設定）下で接続した際の画面例 

■利用上の注意 

・ オンラインコンテンツによっては、利用終了後、「ログアウト」「ログオフ」が求められる場合があり

ます。画面上にそれらの表示があった場合には、必ずログアウトを行ってください。ログアウトせず

にブラウザを閉じると、一定時間アカウントが利用できなくなり、アカウント数が少ない契約のコン

テンツでは支障をきたす場合があります。 

 

図 12：ログアウト表示事例・朝日新聞「聞蔵Ⅱ」での「ログアウト」表示 

 

・ オンラインコンテンツの利用の際には、必ず下記の利用上の注意をご覧頂き、ご了解の頂いた上でご

利用ください。 

http://library.rikkyo.ac.jp/search/attention/ 

 

 

 

 

 

 

 

（20210330b） 

「Access : Rikkyo University Library」と表示され、

大学キャンパスからの接続と同等に利用できます。

c.jp/auto.pac 

と入力します。 

http://library.rikkyo.ac.jp/search/attention/

